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要　旨　平成 31 年 4 月から令和 2 年 3 月までの1 年間に検査したウイルス性感染性胃腸炎の集団発生事例
および散発例についてまとめた． 

当所および富山市保健所で受け付けた感染性胃腸炎の集団発生 11 事例からウイルスが検出された．発生
時期は令和元年 12 月～令和 2 年 1 月が多かった．全体の発生数は平成 30 年度より少なく，過去 5 年間と
比較すると平成 29 年度に次いで少なかった．原因と推定されたウイルスの内訳は，11 事例いずれもノロ
ウイルス（NoV）Genogroup（G）II であった．感染者により食品が汚染されることによって発生したと考
えられた食中毒事例が5 件あった．小学校で発生した事例については，感染者の吐物や糞便で汚染された
手指等を介してウイルスが伝播したと考えられた．

NoV の遺伝子型は，集団発生ではGII.2 が，散発例ではGII.2 およびGII.3 が主流であった． 

ウイルス性の感染性胃腸炎や食中毒の集団発生
は，主に冬季に多発し，ノロウイルス（NoV），
ロタウイルス，サポウイルス，アデノウイルスな
どが原因ウイルスとなる．この中でも発生が多い
のはNoV で，厚生労働省の食中毒統計 [1] では，
患者数が最も多い．一方，小児の散発例では，
NoV とともにA 群ロタウイルスの占める割合が
多い[2]．

NoV は，冬季に散発および集団発生する感染性
胃腸炎の主たる原因ウイルスであり，乳幼児から
高齢者までの全年齢層に経口感染する[3]．ヒトに
感 染 す るNoV は 主 にGenogroup I（GI） と
Genogroup II（GII）に分けられる．さらに, それ
ぞれが複数の遺伝子型に分類される[4-7]．

NoV はヒトの小腸で増殖し，吐物や糞便中に
排泄される．吐物には1g あたり103 ～ 106 個，糞
便には109 個ものNoV が含まれている[8]．NoV
は，感染者から2 週間以上にわたり排泄され[9,10]，
環境中でも長期間感染性を維持するとされる．
100 個以下で感染・発病させるといわれている[11]

ため，調理従事者が感染すると，その手指を介し
て食品がNoV で汚染され，集団食中毒を引き起
こすことがある．また，ヒトから排泄されたNoV
は，海に入り，カキなどの二枚貝の中腸腺に蓄積
されるため[12]，二枚貝を生あるいは不十分な加
熱で喫食することによって食中毒を起こすことが
ある．一方，NoV は食中毒のみならず，ヒトから
ヒトへ手指等を介して感染し，散発例，集団発生
なども引き起こしている．

近年，本県ではウイルス性胃腸炎の集団発生の
ほとんどがNoV によるものであるため[2,13-24]，
主にNoV を対象としたウイルス性胃腸炎の集団
発生事例および散発例の調査を実施した． 

材料と方法

1．集団発生事例
平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月までに当所およ

び富山市保健所で受け付けた集団発生事例を対象
とした．検体採取と疫学調査は各事例の管轄厚生

1．富山市保健所

－ 37 －

富山衛研年報　第43号（2020）



表 1．令和元年度に受け付けたウイルス性胃腸炎集団発生事例

センター，富山市保健所で実施した．
２．散発例

平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月までに当所で受
け付けた小児散発例の検体を対象とした．検体採
取は感染症発生動向調査定点医療機関，管轄厚生
センターおよび調査に協力の得られたしんたにこ
どもクリニック（富山市）が実施した．
３．ウイルスの検出

厚生労働省通知 [25] に準じ，糞便からのRNA
抽出，DNase 処理，逆転写反応を行い，リアル
タイム PCR 法およびPCR 法によりNoV の検出
を行った．PCR 産物から，ダイレクトシークエ
ンスによりG2-SKF/G2-SKR 領域の塩基配列を決
定した．

食品検体は，フィルター付き滅菌バッグに採取
し，PBS（-）を加えて表面をもみ洗いした後に
フィルターろ液を回収した．このろ液を5,000 
rpm，4 ℃ で20 分 遠 心 後， 上 清 を40,000 rpm，
4℃で2 時間遠心し，沈殿をPBS（-）で懸濁した．
この懸濁液について，糞便検体と同様にRNA 抽
出，DNase 処理，逆転写反応，PCR 法および塩
基配列の決定を行った．

遺 伝 子 型 および亜 型 の判 定 は，Norovirus 
Genotyping Tool Version 2.0（https://www.rivm.
nl/mpf/typingtool/norovirus/） により行 っ た．
遺伝子型番号は，NoroNet の遺伝子型分類法 [26]
に基づき表記した．また，カプシド N/S 領域の
塩基配列について，近隣結合法による系統樹解析
を行った．

結果および考察

１．集団発生事例の概要
令和元年度に当所で受け付けた感染性胃腸炎の

集団発生 15 事例のうち，9 事例からウイルスが検
出された．これに富山市保健所で検査した事例を
加えた計 11 事例の概要を表 1 に示す．原因ウイ
ルスの内訳は11 事例いずれもNoV GII であった．
NoV の遺伝子型は，GII.2 が9 事例，GII.3 および
GII.4 が各 1 事例であり，平成 30 年度と同様に
GII.2 の事例数が最も多かった[24]．カキの喫食に
関連した事例は確認されなかった．その他の食品
が原因と疑われた食中毒事例は5 件（No.2,5,6,7,9）
あり，感染者により食品が汚染されることによっ
て発生したと考えられた．中でも事例 No.7 におい
ては，飲食店で提供された食品（漬物）から患者
と共通の遺伝子型（GII.3）のウイルスが検出され
た．小学校で発生した事例については，感染者の
吐物や糞便で汚染された手指等を介してウイルス
が伝播したと考えられた．
２．施設別発生事例数（図 1）

施設別の発生数は，飲食店における発生が8 事
例と最も多く，小学校，宿泊施設，旅館の宴会場
が各 1 事例であった．前年度に引き続き飲食施設
における発生が多かった．
３．月別発生事例数（図 2）

月別では，12 月～ 1 月の発生が多く，1 月の発
生数は過去 5 年間と比べて多かった．全体として
は平成 30 年度より少なく，過去 5 年間と比較す
ると平成 29 年度に次いで少なかった． 
４．散発例からの遺伝子型別（表 2）

令和元年度に受け付けた感染性胃腸炎の小児散
発例 46 例のうち，8 例よりNoV が検出された．
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図 1．集団発生事例の施設別発生数

図 2．年度ごとの月別事例発生数

表 2．令和元年度の胃腸炎散発例からのノロウイルスの検出状況
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なお，その他の検出ウイルスの詳細については別
途示す[27]．検出されたNoV について遺伝子型別
を行ったところ，GII.2，GII.3 が各 3 症例，GII.4，
GII.6 が各 1 症例であり，GII.4 が多かった平成 30
年度 [24] の傾向とは異なっていた． 
５．NoV の遺伝子解析（図 3）

単一の遺伝子型が原因と考えられた事例のうち，
複数の検体からNoV が得られた事例は11 件あり，
そのうちNoV の塩基配列が100% 一致していた事
例は9 件（No.3-11）であった．これらは同じ感染
源から感染したと考えられた．残り2 件（No.1，
2）では，同じ遺伝子型であってもわずかに異なる
配列を示す患者検体が存在した．事例 No.1 にお
いては，患者 6 名中採取日の早い3 名のグループ
と，採取日の遅い3 名のグループの間で1 塩基の
配列に差がみられた．異なる配列のNoV をもつ患
者が他の感染源から感染した可能性も否定できな
いが，患者の腸内で，NoV がわずかに変異した可
能性も考えられた．発生施設の従業員からNoV
が検出された事例は4 件（No.5，9，10，11）あ
り，検出株の塩基配列は患者株と100% 一致した
ことから，これらの従業員は事例の感染源であっ
たか，患者と同一感染源から感染した可能性が考
えられた． 

GII.2 株はいずれも平成 28/29 年の冬季に国内
外で流行したGII.2 変異株（参考株：Hu/GII.P16-
GII.2/330022/Tokyo/2016/JPN）[28] に近縁であ
り，4 月～ 1 月にかけて集団事例および散発例か
ら検出されたことから，令和元年度はほぼ年度を
通してGII.2 変異株が流行していたと考えられた．

12 月から2 月にかけて集団事例 1 例，散発例 3
例から検出されたGII.3 は互いに近縁であり，この
時期に小児を中心にGII.3 が流行していたと考え
られた． 

GII.4 は集団事例，散発例ともに12 月に検出さ
れ，いずれの株もSydney 2012 亜型（参考株：
Sydney/NSW0514/2012/AU，accession no. 
JX459908 に近縁の株）[29] に分類された．令和元
年度は平成 25 ～ 30 年度 [19-24] に引き続きこの亜
型がGII.4 の流行の中心であったものの，流行は
小規模であったと推測された．

遺伝子解析により，各遺伝子型や亜型の流行状
況が明らかとなった．集団発生事例では，複数の
検体で遺伝子配列が一致すれば，単一暴露と推測
できると考えられる．このように，遺伝子解析は，
流行状況の把握，集団発生事例の原因究明などに
有効であると考えられた．
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図 3．令和元年度に得られたノロウイルス GII のカプシド N/S 領域（282 塩基）における系統樹
分岐上の数値は，ブートストラップ値（1000 回試行）の70% 以上の値を示す．検体は太字で示す．集

団発生事例の検体は「事例番号（ヒト検体数または検体の種類）発生月 / 年」，散発例の検体は「検体番
号 / 発生月 / 年」で示す．参考株については「遺伝子型 accession no. 株名」で示す．GII.4 亜型の参考株
については「亜型名 accession no. 株名」で示す．
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